
東郷はひとつ ～地域ぐるみで～
東郷中学校コミュニティ・スクールだより

このたび，東郷中学校に学校運営協議会が設置されました。法に基づく学校運営協議会

を設置している学校のことをコミュニティ・スクールといい，教育委員会から任命された

学校運営協議会委員が一定の権限をもって学校運営に参画します。

１ 学校運営協議会の主な役割

○ 校長が作成する学校運営の基本方針を承認します。
○ 学校運営について教育委員会又は校長に意見を述べられます。 法的根拠に基づく

○ 教職員の任用に関して教育委員会に意見を述べられます。
地域ぐるみで将来のふるさとを担う人材を育てていくための中核となる組織です！

２ 委員の紹介

総数20人，会長に諏訪六雄さん，副会長に前田良二さんが選出されました。

№ 区分 所属等 氏 名 専門部会

1 鹿児島純心女子大学教授 島 立久 学習支援

2 東郷地域学校応援団地域コーディネーター 赤﨑 弘熙 学習支援

3 薩摩川内市商工会代表 北野まきよ 学習支援

4 主任児童委員 犬井 美香 学習支援

5 斧渕地区コミュニティ協議会長 諏訪 六雄 地域連携

6 山田地区コミュニティ協議会長 樗木 秀生 地域連携

7 南瀬地区コミュニティ協議会長 花田 早美 地域連携

8 鳥丸地区コミュニティ協議会長 村尾良日郎 地域連携

9 藤川地区コミュニティ協議会長 前田 良二 地域連携

10 東郷幼稚園ＰＴＡ代表 川崎絵梨子 環境整備

11 東郷小学校ＰＴＡ代表 三角 雅代 環境整備

12 山田小学校ＰＴＡ代表 中村 聡 環境整備

13 南瀬小学校ＰＴＡ代表 笹野由紀代 環境整備

14 鳥丸小学校ＰＴＡ代表 向井 晴美 環境整備

15 藤川小学校ＰＴＡ代表 久保 孝志 環境整備

16 東郷中学校ＰＴＡ代表 上川畑愉未 環境整備

17 行政 東郷支所代表 宍野 盛久 地域連携

18 学 南瀬小学校長（学校評価担当） 沖 敦 環境整備

19 東郷中学校長 花月 敏郎 学習支援

20 校 東郷中学校担当教諭 鶴田 荘太 地域連携

３ 第１回東郷中学校学校運営協議会の様子

(1) ５月30日(月) 於：東郷中学校図書室 委員全員出席

(2) 主な内容

ア 会の冒頭，上屋和夫薩摩川内市教育委員会教育長から委員一人一人に委嘱状が交

付され，３年後の東郷地域小中一貫校開校を控え，新しい学校，新しい地域づくり

のために学校運営協議会に大きな期待を寄せているとのあいさつがありました。

イ 東郷中学校の学校運営の基本方針について説明があり承認されました。

ウ 5/14(土)に開催した「世代を超えて地域について語ろう」に参加して，中学生の
意見を聞くことができてよかった。地域行事に中学生を企画段階から参画させたい

等の感想，意見が出されました。

エ 東郷地域の幼，小，中学校の学校関係者評価について確認等を行いました。

学
識
経
験
者

地
区
コ
ミ
代
表

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

創刊号 平成28年６月27日発行



コミュニティ・スクールを導入するとこのようなことができます！

地域ぐるみで地域の未来を担う子どもを育成

ふるさとを愛し，誇りに思い，将来にわたってふるさとに貢献しようとする人材

（将来の）地域課題解決の担い手，東郷，薩摩川内市活性化の核

東郷はひとつ 地域ぐるみで！

【大切にしなければならないなこと】

１ 学校，家庭，地域で課題を共有するとともに，地域でどの

ような子どもを育てていくのか，何を実現していくのかとい

う目標・ビジョンを共有するために「熟議（熟慮と議論）」を重ねること。

２ 共有した目標に向かって，学校，家庭，地域で「協働」して活動すること。

相互の信頼関係が基盤
【地域課題の例】
１ 子どもたちにもっと学力をつけたい！

地域ぐるみで学力をつけるにはどうしたらよいのだろうか？（熟議）

・ 保護者や地域住民で放課後や夏季休業中の補充指導のお手伝いをしよう！
・ 読み聞かせでお手伝いをしてみよう！
・ 授業でお手伝いができるかも 等 学校応援団の出番

→ 学校に地域の方々が集い，社会的なつながりが得られる場となる。子どもに教える
ために準備（学び直し）をして，新たな生きがいもできて，ますます元気に！

２ 地域行事を伝承したい！
地域ぐるみで地域行事を伝承するにはどうしたらよいのだろうか？（熟議）

・ 企画段階から中学生に関わらせ，運営も一部任せてみよう！（参加から参画へ）
・ 地域住民も加わって企画会議や話合いを行い，授業として取り組んでみよう！
・ 地域行事は小学生の時にくわしく調べさせておこう！ ふる・コミ科の充実

→ 地域課題解決の方法を子どもたちが地域の方々から学び取り，地域課題の解決に向
けて積極的に貢献することによって，地域もますます元気に！

【キーワード】 当事者意識（我がこととして），双方向，運命共同体

コミュニティ・スクールによる地域づくり

人づくりと地域づくりの好循環へ
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